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仙台市の文化財保護行政に対しまして、日頃から多大なご協力を賜り、まことに感謝に

たえません。

仙台市南西部の山田 。富田地区周辺は市内でも遺跡が数多く分布する地域であり、その

中でも上野遺跡は「仙台市縄文の森広場」として整備された山田上ノ台遺跡や桜の名所で

もある三神峯遺跡などとともに、市内の代表的な縄文時代の集落跡のひとつです。

今回の発掘調査は、平成19年度に開通した都市計画道路「富沢山田線」北側の取 り付け

道路建設に伴うもので、平成16年度に行われた上野遺跡第 6次調査の北側になります。縄

文時代中期の食料を蓄えるために掘られたものと考えられるフラスコ状の上坑が数多 く発

見され、集落の中の貯蔵地域が北側に広がることが確認されました。また、古代の竪穴住

居跡も発見され、各時代に人々が居住していた状況を考える上で貴重な資料が得られまし

た。本書はそれらの成果をまとめたものであります。

先人たちの残した貴重な文化遺産を保護し、活用しながら市民の宝として永 く後世に伝

えていくことは、これからの「まちづくり」に欠かせない大切なことであります。ここに

報告する調査成果が広 く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の刊行にあたり、多くの方々のご協力、ご助

言をいただきましたことを深 く感謝申し上げ、刊行の序といたします。

平成21年 3月

仙台市教育委員会

荻育長 荒 出
不



例   言

1.本書は、都市計画道路富沢山田線取り付け道路建設工事に伴う埋蔵文化財の調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所が行った。

3,本書の作成及び編集は、仙台市教育委員会文化財課主濱光朗、株式会社玉川文化財研究所床生順司が行った。

4.本書の執筆は、主濱光朗の指導のもとに下記の通り行った。

第 I章第 1節・― … … … … … … 。― 一 ―・主濱光朗

第 I章第 2節、第工章～第Ⅵ章・… … … … …・麻生順司

5.出土土器の観察表については小林義典の協力を得た。

6.調査と報告書作成にあたり、板橋吾平治氏のご協力を賜った。記して感謝の意を表す次第である。

7.調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1.土層注記に記載している土色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ山・竹原 1977)に 基づいて認定した。

2.本書に使用した地形図は、国土地理院発行の 1:25,000『 仙台西南部』の一部を使用している。

3.調査の際の平面座標基準は、日本測地系直角平面座標第X系を基にしている。

4.本書に使用した遺構挿図縮尺は、平面図1/200・ 1/100・ 1/60・ 1/30、 断面図1/60,1/30で ある。

5。 本書に使用した遺物挿図縮尺は、2/3・ 1/3・ 1/6である。

6.遺物の登録は種別ごとに行い、番号の前に以下のような略号を付している。

A:縄文土器 C:非 ロクロ使用の土師器 K:石 器 P:土製品

7.本書で使用した遺構略号は以下の通りである。

SD:溝跡 SI:竪 穴住居跡 SK:土 坑 P:ビ ット
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第 I章 調査の概要

第 I章 調査の概要

第 1節 調査に至る経緯

平成19年 1月 26日付で、仙台市道路管理者仙台市長梅原克彦より、仙台市太白区富田字上野中14-2外地内にお

いて、市道富沢山田線道路改良工事に伴う取り付け道路 (275ギ )建設工事にかかる発掘通知が提出された。

当該地は、都市計画道路「富沢山田線」の北側に位置し、平成16年度に実施された、上野遺跡第 6次調査区の北

側にあたり、縄文時代中期中葉の遺構群及び古代の遺構が検出されることが想定されていたところである。仙台市

教育委員会と太白区建設部道路課との協議により、平成19年 6月 1日 から発掘調査を実施することとなった。

1.遺 跡 名 称

2.所 在 地

3.調 査 原 因

4.調 査 主 体

5,調 査 担 当

6.調 査 期 間

7.調 査 面 積

第 2節 調 査 要 頂

上野遺跡 (宮城県遺跡地名登録番号01002・ 仙台市文化財登録番号C-108)

官城県仙台市太白区富田字上野中14-2外地内

都市計画道路富沢山田線取り付け道路建設工事に伴う埋蔵文化財の事前調査

仙台市叛育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主査 主濱光朗

調査係主任 工藤信一郎

主任調査員 小林義典 (株式会社玉川文化財研究所)

調 査 員 麻生順司 (株式会社玉川文化財研究所)

平成19年 6月 1日 ～平成19年 7月 13日

286m2

第Ⅱ章 遺跡の位置と歴史的環境

上野遺跡は、官戎県仙台市太白区富田字上野中地内に所在し、JR東北本線仙台駅の南西約6.5血、同じく太子堂

駅の西約 3 km、 地下鉄南北線富沢駅の西約 2 kmに位置する。地形的には仙台市の南側を南東方向に流れる名取川下

流域の左岸にあたり、広瀬川と名取川に狭まれた通称「名取台地」の東端に位置する。名取川は本遺跡の南約700

mに位置し、この付近から川幅が広くなる。広瀬川との合流点は遺跡の東約 5 1onの地点となる。遺跡は周囲との比

高差約 4～ 8m、 範囲約東西800× 南北700mを測る標高約30mの独立した河岸段丘上に広がる。今回調査した第 8

次調査地点は上野遺跡の南側を東西に横切る都市計画道路富沢山田線の北側にあたり、この都市計画道路に繋がる

取り付け道路の部分である。上野遺跡内の都市計画道路範囲は東西約280mを測り、台地上は平坦ながらも東に向

かって緩やかに傾斜し、東端部で崖線となって急激に落ち込む地形を呈する。数十年前まではこの段丘崖の下には

湧水をためた「 /ケ」 (洗い場)が点在し、生活用水として利用されていた。

上野遺跡は01002(C-108)と して登録され (仙台市荻育委員会 1995)、 古くから知られている仙台市域を代表す

る縄文時代遺跡である (松本 1930、 伊東 1950)。 過去に行われた上野遺跡の調査は、遺跡範囲の西端を南北に延ぴ

る市道十文字線を対象とした第 3次調査 (金森・工藤・千葉 1986)、 今回調査した地区の隣接地にあたる電力鉄塔

建設に伴う第 4次調査 (結城 1989)、 そして遺跡範囲の南部を東西に横切る都市計画道路富沢山田線拡幅工事に伴

う第 5次～ 7次調査 (工藤・中山 2004他)があり、他に1976年、1981年 にも小規模な調査が行われている (主濱

1995、 結城 1989)。 特に平成16年から17年にかけて行われた第 6次・ 7次調査では縄文時代中期後半に属する竪穴
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①上野遺跡 ②山田条里遺跡
③鍛冶屋敷前遺跡 ③富沢舘跡

一ヽ― “―・ ドヽヽ・、く ウ́ ,―■|IⅢⅢ…́ ― い マヽ ″ ■             6=1/25,000
③山田上ノ台遺跡 ④北前遺跡 ⑤船渡前遺跡 ⑥南ノ束遺跡 ⑦鍛冶屋敷A遺跡
⑩下ノ内遺跡 ⑩山口遺跡 ⑫宮沢遺跡 ○三神峯遺跡
第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (◎調査地点)

住居跡40軒、400基を超える土坑群と大量の土器を含む溝状の不明遺構等が発見されており、上野遺跡の内容が明

らかになりつつある。

上野遺跡の周辺に位置する主な遺跡としては、本遺跡の西側に大きく広がる②山田条里遺跡 (縄文・古代・近世)、

その西方の河岸段丘上には「縄文の森」として保存・整備された③山田上ノ台遺跡 (旧石器 縄文・古代・近世)、

④北前遺跡 (縄文・古代 近世)がある。本遺跡の南側には名取川に沿って⑤船渡前遺跡 (縄文・弥生・古代)、 ⑥南
ノ東遺跡 (古代)が位置し、その東側には⑦鍛冶屋敷A遺跡 (縄文・古代)、 ③鍛冶屋敷前遺跡 (縄文・古代)、 ③富

沢舘跡 (中世)、 ⑩下ノ内遺跡 (縄文・弥生・古代)、 ⑪山口遺跡 (縄文・弥生～近世)、 ⑫富沢遺跡 (旧石器～近世)

等の多くの遺跡が確認されている (第 1図 )。

第Ⅲ章 調査の方法と経過

今回の調査は、都市計画道路富沢山田線の取り付け道路であり、上野遺跡第 6次調査の北側に隣接する畑地部分

にあたる。調査区の形状はほぼ「くJ字形を呈し、調査面積は286Υである (第 2図 )。

調査は、 6月 1日 より調査区の北側から重機による表土掘肖Jを開始し、その後に人力による包合層調査及び遺構

確認作業を行った。その結果、抜根によるものと推測される境乱とともに調査区のほぼ全体に遺構の存在が確認さ

れた。なお、調査区の北側については、工事計画上掘削深度が及ばないことから遺構確認までの予定であったが、

その多くが撹乱であったことから調査を終了することとした。
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第 2図 第 4次～ 8次調査の調査区配置図

調査はその後、これらの遺構についての精査・写真撮影・遺構実測等の作業を行って、 7月 4日 に全景写真を撮

影した。現地作業は、調査終了後に遺構確認面までの埋め戻しを行い、7月 13日 にすべての作業を終了した。なお、

調査による発生土は調査範囲外の畑地に仮り置きした。

現地での測量 。実測図作成については、基本的にはトータルステーションによって行ったが、土層断面図につい

ては手実測を採用した。なお、測量の際の座標数値は日本測地系 (第 X系)を使用した。

第Ⅳ章 基 本 層 序

調査区内の上層堆積状態は、伐根等の近現代に行われた撹乱が著しいものであった。遺構確認面は基本的にⅢ層

上面であるが、撹乱等により表土直下が遺構検出面となる部分も認められた。調査区内の標高はほぼ水平な状況で

あり、現表土から遺構確認面までの深さは約40crllであった。

本遺跡の基本層序は以下のとおりである。基本的に第 5次調査時の所見を踏襲しているので柱状図は図示してい

ない (工藤・中山 2004)。

Ia層―褐色砂質シルト (10YR4/4～ 6)現 表土・耕作土層である。締まり、粘性に欠く。
Ib層―暗褐色砂質シルト (10YR3/4) 旧耕作土である。締まり、粘性は弱い。

Ic層 ―にがい黄褐色れ土質シル ト (10YR4/3)責色 (V層 )のブロックを多量に合み、締まり、粘性は弱い。

耕作に伴うトレンチャー等を主体とする撹乱土層である。

層―黒褐色粘土質シルト (10YR2/3)締まりが強く、粘性に富む。縄文時代中期の上器片を合む遺物包含層

である。遺構の堆積土も本土層に類似したものが多く認められる。

層一暗褐色粘土 (10YR3/4)締まりが強く硬い土層で、粘性に富む。遺構の掘り込み面は土層堆積の観察か

ら本層上面となる。

層―褐色シルト (10YR4/6)締 まり、粘性とも強く、明褐色シルト(V層 )の斑紋を主体とする漸移層である。

層全体が淡い斑紋状を呈し、締まりが強く、硬い部分も認められた。

層―明褐色シルト (10YR6/8)締まり、粘性に富む。

層―黄褐色砂礫 (10YR5/8)粗い砂粒の中に径 1～ 3 clll・ 5～ 10伽の円礫を混入する。

層―黄褐色砂 (10YR5/6)比 較的細かな砂粒を主体とし、水平・斜位のラミナが観察される。

Ｖ
　
Ⅶ
　
Ⅶ
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第V章 検出遺構と出土遺物

第 1節 縄 文 時代

縄文時代に属する遺構としては、竪穴住居跡は確認されずに土坑25基とピットが 9個検出されただけであった。

今回の調査区は前述のように撹乱が著しいことから、この影響により消滅してしまった土坑も多数に上るものと推

測され、遺構は調査区内全体に広がっていたものと考えられる (第 3図 )。 土坑はフラスコ状土免として捉えられ

る形態のものがH基確認された。

1.土 七花 (第 4～ 7図、第 1表、写真図版4～ 6)

SKl土坑 (第 4図、写真図版4-1)

調査区西端のE-21グ リッドに検出され、調査区の西側にさらに広がるものと考えられる。SK2土坑と重複関

係にあり、本遺構の方が新しい。規模は確認部分で1.05× 1.05mである。平面形は精円形を基調としたものである。

堆積土は砂質シルトの単層であり、確認面からの深さは23cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。遺物は縄

文土器少量と石器 1点が出土し、土器 2点 とスクレイパー 1点を図示した。

SK2土坑 (第 4図、写真図版4-1)

調査区西端のE-21グ リッドに検出され、 SKl土坑・SDl溝跡と重複関係にあり、本遺構が最も古い。規模

は残存部で1.54× 1.45mである。平面形は不整精円形を基調とするものと思われる。堆積土は砂質シルトを主体と

した 3層 に分けられ、確認面からの深さは39cmである。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である

が、東側に0.7× 0。 5m、 深さ 9 clllのビットがある。遺物は礫が 1点出土した。

SK3土坑 (第 4図、写真図版4-2)

調査区中央部やや西寄りのD-19グ リッドに検出され、遺構の底面近くから上部にかけてのほとんどが撹乱によ

り削平されている。残存部の規模は1.39× 1.35mである。平面形は円形である。堆積土は暗褐色の砂質シルトを主

体とした 6層に細分され、壁高は最も高いところで57釦である。一部残存する壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。

底面は壁際が高くなっており、径約60clll、 深さ16cIIlのビットを持つ。このような形状から、本遺構の形態としては

底面に小ピットを持つタイプのフラスコ状土坑として捉えられるものと考えられる。遺7/Jは縄文土器が少量出上し、

土器 2点を図示した。

SK4土坑 (第 4図、写真図版4-3 4)

調査区中央部やや西寄りのE-19グ リッドに検出され、SK3土坑の南側に位置する。本遺構も北側上端の一部

が撹乱により削平されている。規模は1.91× 1.75mである。平面形は不整円形である。堆積土は小映を多く含む暗

黄褐色の砂質シルトを主体とする 8層に細分され、壁高は76伽である。壁は底面から急角度に立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。形態としては底面施設を持たないタイプのフラスコ状土坑として捉えられるものと考えられる。

遺物は縄文土器数点と石器 1点が出土し、土器 1点 と石鏃 1点を図示した。

SK5土坑 (第 4図、写真図版4-5・ 6)

調査区中央のD-18グ リッドに検出され、SK3土坑の東側に位置する。 SK6土坑と重複関係にあり、本遺構

が新しい。規模は1.72× 1.56mである。平面形は精円形である。堆積土は皓褐色の砂質シルトを主体とする12層 に

細分される。壁は底面から一部オーバーハングしながら急角度に立ち上がる。壁高は68cmである。底面は平坦で、

中央に径約45cm、 深さ15clllのビットを持つ。形態としては本遺構も底面施設を持つフラスコ状土坑として捉えられ

る。遺物は縄文土器と石器が少量出土し、土器 1点 と石鏃 2点、微細剥離痕のある剥片 1点、礫石器 1点を図示し

た。

4
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SK4

遺構 層位 土 色 土 性 備 考
SKl l 10YR4 3に ぶい黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

SK2

l 10YR3/3暗褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。
2 10YR4/2灰 黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒微量含む。

3 10YR5/6黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋主体。

SK3

1 10YM2 灰黄和 砂質シル ト 小礫含む。
2 10YR3/3暗 褐 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋少量含む。
3 10YR3/4暗糖 TJ ンルト 黄色シル ト粒少量含む。
4 10YR4/6褐 砂質 シル ト 責色シル ト粒多量含む。

5 10YR2/2黒 粘上質シルト 炭化粒少量含む。

6 lWR4/3にぶ�墳褐 砂質 シル ト 責色 シル ト斑紋多量含む。

SK4

J ЮYR6/6 明責瑠 砂質シル ト 砂礫含 む。

2 10YR5/4に ぶい黄褐 砂質シル ト 礫含む。

3 ЮYR4/6褐 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量。小礫含む。

4 10YR5/3に ぶい首褐 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

5 10YR2/3黒褐 砂質シル ト 小礫含む。

6 10YR3/3暗褐 砂質ンル ト 黄色シル ト粒少量含む。

遺構 層 位 土  色 土  性 備 考

SK4
7 10YR5/8責 福 秒管 シル ト 黄色シル ト主体。
8 10YR2/3黒 覆 砂管 シル ト 黄色シル トプロック含む。

縣 5

I ЮYR3/2黒糖 砂質シル ト 炭化粒極微量含む。
2 10YR2/3黒 権 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。
3 10YV3に ぶい黄蒙 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

4 10YR3/4暗 糖 砂質シル ト 黄色ンル ト粒少量含む。
5 10YR4/2灰黄褐 砂質シル ト 責色シル ト粒多量含む。

6 10YR3/3暗窄 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。
7 10YR574に ぶい買縦 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量含む。

8 10YR3/4暗 権 砂質 ンル ト 炭化粒少量含 む。
9 10YR6/4に ぶい貢策 砂質 ンル ト ンルトプロック多量含む。

10YR3/4暗ネ シルト ンル ト粒少量。災化粒微量含む。

10YR2/3黒 孝 秒質 シル ト 災化粒少量含 む。
10Y巨73に ぷい 砂質 ンル ト 黄色ンル トプロック多量含む。

SK6
1 10YR3/2黒 褐 砂管 シル ト 責色シル ト粒少量。炭化粒微量含む。

10YR4/2灰 昔43 秒暫 シル ト 昔負 シル M縦 姦畳合 tF^

第 4図  SKl～ SK6土坑
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SK6土坑 (第 4図、写真図版4-6)

調査区中央のD-18グ リッドに検出され、調査区の北側にさらに広がる。本遺構はSK5土坑・SK7土坑・S

D6溝跡との間に重複関係があり、SK7土坑より新しく、SK5土坑・SD6溝跡より古い。検出部分の規模は

2.05× 1.79mで、平面形は精円形を基調とするものと考えられる。土坑の断面形状はやや深めの皿状である。堆積

土は褐色の砂質シルトを主体とする 2層に分けられる。壁高は29clllで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は

ほぼ平坦であるが、中央からやや東側には36× 31ctll、 深さ13clllの 不正形なピットを持つ。遺物は縄文土器が少量出

土した。

SK7土坑 (第 5図、写真図版4-6)

調査区中央のD-18グ リッドに検出され、SK6土坑の南側に位置する。SK6土坑・SK8土坑・SD6溝跡・

ピット1・ 2と重複関係にあり、本遺構が最も古い。また、遺構の南端部は撹乱により削平され、底面から西側壁

の一部が残存するのみである。残存部の規模は1.4× 0,9mであるが平面形は不明である。推積土は暗褐色の砂質シ

ルトを主体とする 2層に分けられる。残存部の壁高は25clllで、壁は底面から急角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦

である。遺物は出土していない。

SK8土坑 (第 5図、写真図版4-6)

調査区中央のD-18グ リッドに検出され、SK7土坑の南側に位置する。SK7土坑・SK9土坑と重複関係に

あり、SK7土坑より新しく、SK9土坑よりも古い。また、遺構の南東部は撹乱により削平されている。残存部

の規模は0.93× 0,71mで、平面形は不整精円形を基調とするものと考えられる。堆積土は暗褐色の砂質シル トを主

体として 2層に分けられる。壁高は22clllで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は細かな凹凸はないが南東部

が最も低い。遺物は出上していない。

SK9土坑 (第 5図、写真図版 4-7・ 8)

調査区中央のD・ E-18グ リッドに検出され、 SK8土坑の南に位置する。SK8土坑と重複関係にあり、本遺

構が新しい。また、遺構の東半分は底面付近まで撹乱により削平されていた。残存部の規模は日径が1.36× 1.23m、

底径は1.7× 1.63mの不整な円形である。推積土は暗褐色の砂質シルトを主体として 7層に細分され、部分的に庚

化物・小礫・砂を混入する。壁は底面から大きくオーバーハングしながら立ち上がり、壁高は99clllである。底面は

平坦である。遺構の形状は底面施設を持たないフラスコ状土坑として捉えられる。遺物は縄文土器が出上し、その

うちの 1点を図示した。

S K10土坑 (第 5図、写真図版5-1)

調査区中央のD-17グ リッドに検出され、SK9土坑の東北東に位置する。 S K20土坑 。SKH土坑と重複関係

にあり、 S K20土坑より新しく、SKH土坑より古い。また、遺構の南半分は撹乱により削平されている。残存部

の規模は1.8× 1.3mで、平面形は円形を基調とするものと考えられる。堆積土は黄褐色の砂質シルトを主体とする

2層に分けられる。残存部の壁高は23clllで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。遺構の中央部付近と考えられる部

分は撹乱によって上部を削られているが、径約40clll、 深さ16clllのビットが確認されていることから、底面施設を持

つフラスコ状土坑として捉えられる可能性がある。遺物は縄文土器が少量出土し、土器 1点を図示した。

S Kll土坑 (第 5図、写真図版5-1)

調査区中央のD-17グ リッドに検出され、S K10土坑の北東に位置する。S K20土比 ,S K10土坑 。S K12土坑・

ビット5と重複関係にあり、 S K20土坑・S K10土坑より新しく、 S K12土坑・ビット5よ り古い。また、遺構の

北端部は撹乱によリー部が削平されている。残存部の規模は1.69× 1.24mで、平面形は楕円形を基調とするものと

考えられる。堆積土は黄褐色の砂質シルトを主体とする 2層に分けられる。残存部の壁高は27clllで、壁は底面から

緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は縄文土器と石器が少量出土し、土器 2点 と二次加工のある剥片 1
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遺構 層位 土  色 土  性 備  考

SK7
1 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 炭化粒少量。責色シル ト粒微量含む。
2 10YR4/2灰 黄褐 砂質シル ト 黄色シルト斑紋少量含む。

SK8
X 10YR3/4暗褐 砂質シル ト 黄色ンル ト粒少量。炭化粒微量含む。
10YR5/3に ぶヤ瑣推 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋含む。

SK9

l 10YR3/1黒褐 砂質シル ト 炭化粒微量。礫含む。
2 10YR3/3暗褐 砂質ンル ト 黄色シルト斑紋少量。炭化粒微量含帆

10YR5/2灰 黄掲 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

4 10YR4氾 灰黄掲 砂質シル ト 黄色シルトブロック多量。礫多 く含む。

10YR2/3黒褐 砂質シル ト 炭化粒多量。礫少量合む。
lllYR43にぶい貢稚 砂質シル ト 砂多 く含む。黄色シル ト粒多量。

7 10YR5泡 灰責覆 砂質ンル ト 砂主体。

SK10
1 10YR5ρ 灰責覆 ンルト 色シル ト斑紋多量含む。

10YR43にぶい責イ ンルト 色 シル トプロック含む。

遺構 層 位 土  色 上  性 偏  考

SKll
1 10YR5/2灰賛宿 砂質シル ト 黄色シルト斑紋多量。炭化粒微量含む。

2 10YR4/3に ぶい責種 ンルト 三色 シル ト斑紋少量含む。

SK12

1 10YR3/3猾 旨褐 ンルト 戊化粒微量含む。

2 10YR4お にぶV減イ 砂質 シル ト 色 シル ト斑縦少畳含む。

3 10YR5/2灰 黄褐 砂質シル ト 黄色 シル トプロック少量含む。

SK13
ユ 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 災化粒少量含む。
2 10Ⅵ望泡 灰黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量含む。

SK14
1 10YR2/3黒褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。
2 10YR5お にぶヤ墳確 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

SK15
1 10YR3/3暗褐 砂質シル ト え化粒少量。土器片含む。
2 10YR5/6黄 褐 秒暫シル ト 苦任 シル 獣 縦主体 ^

第 5図  SK7～ S K15土坑



第V章 検出遺構と出土遺物

点を図示した。

S K12土坑 (第 5図、写真図版5-1)

調査区中央のD-17グ リッドに検出され、 S Kll土坑の東に位置する。 S Kll土坑と重複関係にあり、本遺構の

方が新しい。また、遺構の北西側半分は撹乱により削平されている。残存部の規模は1.87× 1.63mで、平面形は精

円形を基調とするものと考えられる。堆積土は暗黄褐色の砂質シルトを主体とする 3層に分けられる。残存部の壁

高は34clllで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。遺物は縄文土器が少量出土し、土器 1点を図

示した。

S K13土坑 (第 5図、写真図版5-5)

調査区中央のE-17グ リッドに検出され、 S K12土坑の南南東に位置する。 S K26土坑と重複関係にあり、本遺

構が新しい。また、遺構の北西端部は撹乱によリー部が削平されている。残存部の規模は1.12× 0.94mで、平面形

は不整精円形である。堆積土は暗褐色の砂質シルトを主体とする2層に分けられる。残存部の壁高は15clllで、壁は

底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦だが中央が低くなっている。遺物は縄文土器が少量出土し、土器 1点を

図示した。

S K14土坑 (第 5図、写真図版5-3)

調査区中央部やや】ヒ東寄りのD-17グ リッドに検出され、 S K13土坑の北に位置する。規模は1.69× 1.19mで、

平面形は不整長楕円形である。堆積土は黒褐色の砂質シルトを主体とする 2層に分けられる。壁高は18cIIlで、壁は

底面から緩やかに立ち上がるが、西側部分はやや急角度で立ち上がる。底面は平坦である。遺物は縄文土器が少量

出土し、土器 1点を図示した。

S K15土坑 (第 5図、写真図版5-3・ 4)

調査区中央部やや北東寄りのC'D-17グ リッドに検出され、 S K14土坑の北西に位置する。遺構の南西部は撹

乱により削平されている。残存部の規模は1.69× 1.32mで、平面形は不整楕円形を基調とするものと考えられる。

堆積土は褐色の砂質シルトを主体とする 2層に分けられる。残存部の壁高は13clllで、壁は底面から緩やかに立ち上

がる。底面は平坦であるが細かい凹凸が見られる。遺物は縄文土器と石器・珠が出土し、土器 6点 と微細剥離痕の

ある剥片 1点を図示した。

S K16土坑 (第 6図、写真図版5-6)

調査区中央部やや】ヒ西寄りのC-17グ リッドに検出され、S K15土坑の北に位置する。調査区の壁際に検出され、

北西側は調査区外に広がる。検出部分の規模は1.72× 1.2mで、平面形は円形を基調とするものと考えられる。堆

積土は暗褐色の砂質シルトを主体として11層に細分され、部分的に炭化物を混入する。壁高は82clllで壁は部分的に

オーバーハングしながら垂直に立ち上がり、底面は平坦で底面施設を持たないフラスコ状土坑として捉えられる。

遺物は縄文土器と石器が少量出上し、土器 4点 と剥片 1点を図示した。

S K17土坑 (第 6図、写真図版5-7)

調査区中央部やや東寄りのD-16・ 17グリッドに検出され、 S K16土坑の南東に位置する。本遺構も調査区の壁

際に検出され、南東側は調査区外に広がる。検出部分の規模は1,76× 0,75mで、平面形は円形を基調とするものと

考えられる。堆積土は黒褐色の砂質シルトを主体として11層に細分され、成化物を混入する。壁高は75clllで、壁は

オーバーハングしながら立ち上がり、底面は平坦で底面施設を持たないフラスコ状土坑として捉えられる。遺物は

縄文土器と石器が少量出上し、土器 1点を図示した。

S K18土坑 (第 6図、写真図版5-8)

調査区中央部やや】ヒ東寄りのC-16・ 17グ リッドに検出され、 S K17土坑の】ヒ側に位置する。規模は1.65× 1.58

mで、平面形は円形である。堆積土は暗褐色の砂質シルトを主体とする 8層に細分される。壁高は51cmで、壁は底
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遺構 層位 土  色 土  性 備  考

SK16

1 10YR3/3暗 掲 砂質シル ト 黄色 シル ト粒・炭化粒少量含む。

2 1瞬R44にぶ岐 褐 砂質シル ト 黄色シルト斑紋多量。黄色シルトプロック含む。

3 10YR4胞 灰黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト主体。

4 10YR6 4に パい黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量。炭化粒微量含む。

5 10YR5/6黄 褐 秒質シル ト 黄色シル トプロック少量含む。

6 10YR3/3暗 褐 砂質シル ト 黄色シル トブロック少量含む。

7 10YR5/6黄 褐 砂質ンル ト 黄色シル ト主体。

8 10YR3/4暗 掲 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量。炭化粒少量含む。

9 10YR3/1黒 褐 砂質シル ト 炭化粒多量含む。

10YR6お 明黄褐 砂質シル ト 黄色シル トプロック主体。

10YR2/3環阜褐 砂質 シル ト 黄色シル ト粒多量。炭化粒少量含む。

1 10YR42灰 責褐 砂質 シル ト 黄色シル ト粒少量合む。

2 10YR3/4暗 褐 砂質 シル ト

3 10YR4/4褐 砂質 シル ト 責色 シル 醜 多量。炭化粒微量。

10YR4/1褐 灰 砂質 シル ト 黄色 シル ト斑紋多量含む。

5 10YR2/3黒 褐 砂質シル ト 炭化粒少量含む。

SK17 6 10YR5/6黄 褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量含む。

7 10YR42灰 黄褐 砂質シル ト 黄色ンル トブロック多量含む。

8 10YR2/2黒 色 砂質シル ト 炭化粒多量。黄色シル ト粒少量含む。

9 10YR3/2黒 褐 砂質シル ト 炭化粒少量含む。

10YR4混 灰黄褐 砂質シル ト 黄色ンル ト斑紋多量含む。

11 1瞬 R4お にぶヤ墳掲 砂質ンル ト 炭化粒多量含む。

遺構 層 位 土  色 土 性 備  考

3K18

l 10YR4 3に ぶい黄褐 砂質シル ト 責色 シル ト斑紋少量含む。

2 10YR3/3暗 褐 砂質シル ト 貢色 シル トブロック少量含む。

3 10YR4お にぶ崚 褐 砂質シル ト 責色シル トブロック多量含む。

4 ЮY財 6褐 砂質ンル ト 黄色シル ト斑紋少量含む。

5 10YR3/1黒 褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

6 ЮYR2/3黒 褐 粘土質シルト 黄色シル ト粒少量含む。
ЮYR5/6黄 褐 砂質シル ト 責色シル トブロック多量含む。

8 10YR3/3暗褐 粘土質シルト 黄色シル ト粒少量含む。

SKl

1 ЮYR3/3暗褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。
2 10YR3/2黒 褐 砂質シル ト 戊化粒少量含む。

3 10YR3/1黒 褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量。炭化粒微量含む。

4 10YR4/1褐 灰 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋少量。炭化粒微量含む

5 10Y恥 /2灰黄褐 砂質シル ト 黄色シルト粒多量。黄色シルトブロック含む。

6 10YR4お にぶヤ叢褐 砂質シル ト 黄色 ンル トプロック含む。

7 10YR4/1褐 灰 砂質シル ト 責色 シル ト粒少量。炭化粒微量含む。

8 10YR2/2黒 褐 秒質 シル ト 炭化粒少量。上器片含む。

9 lllYR4 3に ぶい黄褐 砂管シル ト 責色 シル ト粒少量含む。 ラミナ状堆積

10YR3/2黒掲 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋少量。
11 10YR6お 明黄褐 砂質シル ト 黄色シルト粒多量。黄色シルトプロック含む。

12 10YR5泡 灰黄褐 砂質シル ト 黄色シルト粒多量。黄色シルトブロック含む。

13 10YR4/1褐 灰 砂質シル ト 黄色シル トプロック含む。ラミナ状。

1 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 炭化粒微量含む。

2 1鋭R,3にぶい黄褐 砂質シル ト 昔任 シル ト対多畳合むハ

第 6図  SK刊 6´▼S K20二L坑



第V章 検出遺構と出土遺物

面から台形状に角度を持って立ち上がる。底面はほぼ平坦で、径約30cm、 深さ 8 cmのビットを持ち、形態としては

底面施設を持つフラスコ状土坑として捉えられる。遺物は縄文土器と石器が少量出土し、土器 1点 と石錐 1点、二

次加工のある剥片 1点を図示した。

S K19土坑 (第 6図、写真図版6-1～ 3)

調査区西端のD-21グ リッドに検出され、 SK2土坑の北に位置する。遺構は調査区の壁際で検出され、西側は

調査区外に広がる。検出部分の規模は3.4× 3.66mで、他の土坑と比べて大きな規模を持つ。平面形は縁辺が蛇行

する不整三角形状の不整形な形状である。堆積土は黒褐色の砂質シルトを主体とした13層 に細分され、ラミナ状の

推積状況である。遺構の断面形は凹凸を持った皿状であり、確認面からの深さは64calである。壁は底面から緩やか

に立ち上がり、段が付 く部分もある。また、底面は細かな凹凸と1.58× 1.2m、 深さ14clllと 1.28× 1.19m、 深さ23

clllの落ち込み及び53× 45clll、 深さ39clllと 45× 25clll、 深さ44clllのビットが確認された。遺物は縄文土器と石器が今回

の調査遺構としては最もまとまって検出され、このうち縄文土器46点 と土製品 1点及び各器種の石器30点を図示し

た。

S K20土坑 (第 6図、写真図版 5-1・ 2)

調査区中央のD-17・ 18グ リッドに検出され、 S K10土坑の西に位置する。 S K10土坑・S Kll土坑及びSD6

溝跡・ビット5と重複関係にあり、本遺構が最も古い。また、土坑の南側は撹乱により削平されている。残存部の

規模は2.02× 1.57mで、平面形は重複と撹乱により不明である。堆積土は黒褐色と黄褐色の砂質シルト層に分けら

れる。残存部の壁高は18clllで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は凹凸はないが中央が低くなっている。遺

物は縄文土器と石器が出上し、土器 4点 と石器 4点を図示した。

S K21土坑 (第 7図、写真図版6-4)

調査区北東のB-15グ リッドに検出され、縄文時代の遺構としては最も北側に位置する。古代以降と考えられる

S K22土坑と重複しており、一部を削平されている。規模は1.6× 1.49mで、平面形は不整円形である。堆積土は

黄褐色から黒褐色の砂質シルトを主体として 9層に細分され、成化物や砂礫を混入する。壁は底面から大きくオー

バーハングしながら立ち上がり、壁高は93clllである。底面はほぼ平坦であるが、北側が低くなっており、底面に施

設を持たないフラスコ状土坑として捉えられる。遺物は縄文土器が出土し、そのうちの 1′点を図示した。

S K23土坑 (第 7図、写真図版 6-5・ 6)

調査区北東のBoC-16グ リッドに検出され、 S K21土坑の南西に位置する。古代のS11竪穴住居跡と重複し

ており、さらに撹乱により削平されている。規模は1.59× 1.39m、 底径は1.59× 1.49mで、平面形は円形である。

堆積土は暗褐色の砂質シルトを主体として 7層に細分され、部分的に砂礫と灰化物を混入する。壁高は72cmで、壁

は部分的にオーバーハングしながら垂直に立ち上がる。底面は平坦でビットを持たないフラスコ状土坑として捉え

られる。また、底面には北東側と南西側の壁面に沿って大型礫が列状に配置された状況で検出された。遺物は縄文

土器と石器・礫が出土し、土器 1点 と底面の配石に転用された石皿や砥石 3点及び堆積土第 1層中から出上した石

棒 1′点を図示した。

S K24土坑 (第 7図、写真図版6-7)

調査区中央郡やや】ヒ東寄りのD-16・ 17グ リッドに検出され、 S K14土坑の東に位置する。規模は1,H× 0,89m

で、平面形は楕円形である。堆積土は黒褐色の砂質シルトを主体とする 6層に細分される。壁高は47cmで、壁は部

分的にオーバーハングしながら急角度で立ち上がり、底面はほぼ平坦である。形態としては底面施設を持たないや

や小型のフラスコ状土坑として捉えられる。遺物は縄文土器と石器が少量出上し、土器 2点 と礫石器 1点を図示し

た。
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遺構 層位 土  色 土 性 備 考

SK21

1 10YR3/3暗褐 砂質 シル ト 黄色シルト粒少量。焼土粒微量。ガヽ礫含む。

2 lllYR40に ぶい責覆 砂質 シル ト :色 シル トプロック主偽

10YR4/2灰黄褐 砂質ンル ト :色シル トプロック少量含む。

4 10YR4/4褐 砂質シル ト :色 シル ト主体も砂礫多 く含む。

10YR3/2黒褐 砂質シル ト 責色シル トプロッタ少量含む。

10YR3/1黒褐 砂質シル ト 旋化粒多量。責色シル ト粒少量含む。

7 10YR3/3暗褐 砂質シル ト 黄色シルトプロック多量含む。

10YR3/3暗褐 砂質シル ト 災化粒多量。黄色シル ト粒少量含む。

10YR3/4暗褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

SK23

1 10YR4/2灰 黄褐 砂質シル ト 砂礫含む。

lllYR4/3に ぶい責権 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。

10YR3/4 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

4 10YR6/6明 責耀 砂質シル ト 黄色シル ト主体。

10YR3/3 シルト 砂礫多 く含む。

10YR4/4褐 秒質シルト 黄色シル ト斑紋多量含む。

7 OYR3/2黒 揚 砂質シル ト 責色シル ト粒・炭化粒少量含む。

遺構 層位 土  色 土 性 備 考

SK24

1 10YR3/2黒奪 粘土彊シル I 炭化粒多量含む。

2 10YR3/41 粘土 シルト黄色シル ト粒・炭化粒少量含む。

3 10YR3/41 粘± 1 ンルト黄色シル ト栽少量含む。

4 10YR3/2黒孝 粘土 ンルト Iシルト斑紋合視 炭化減少量含む。

5 10YR3/3暗褐 粘土 シルト 1シルト粒多量含む。

6 10YR2/3黒褐 粘土質ンルト !シルトプロック含視 炭化粒少量含視

SK25

l 10YR3/2黒褐 粘土質シルト 黄色シル ト粒少量含む。

2 10YR3/3暗褐 粘土質シルト 炭化地少量含む。

3 10YR3/3暗褐 粘土質シルト 脅色 シル ト粒少量含む。

4 1倒RV3にぶV蓑摘 粘土質シルト 黄色シル ト斑紋多量含む。

5 10YR3/2黒褐 粘土質シル 炭化粒少量含む。

6 llYR4/8に 熱頂や 粘土質シル 黄色シル トブロック多量含む。

7 10YR4/4褐 砂質シル ト 炭化粒少量。ラミナ状の堆積。

X2℃
ユ 10YR2/3黒褐 砂質ンル ト 炭化粒少量含む。

2 10YR4BにぶV墳種 砂質シル ト 黄色シル ト斑紋多量含む。
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S K25土坑 (第 7図、写真図版6-8)

調査区北東のB-15グ リッドに検出され、 S K23土坑の東に位置する。遺構の東側の一部を撹乱により削平され

ている。残存部の規模は1.68× 1.31mで平面形は楕円形を基調とするものと考えられる。堆積土は暗褐色から黒褐

色の砂質シルトを主体として 7層に細分され、灰化物を少量混入する。壁高は77clllで、壁は底面から大きくオーバー

ハングしながら立ち上がる。底面は西側に向かって緩やかに傾斜しており、底面に施設を持たないフラスコ状土坑

として捉えられる。遺物は縄文土器と石器が少量出土し、土器 1点 と礫石器 1点を図示した。

S K26土坑 (第 7図、写真図版5-5)

調査区中央のE-17グ リッドに検出され、 S K13土坑の南東に位置する。 S K13土坑と重複関係にあり、本遺構

が古い。残存部の規模は1.08× lmを測り、平面形は円形である。堆積土は黒褐色の砂質シル トを主体とする 2層

に分けられる。残存部の壁高は27cmで、壁は底面から急角度で立ち上がる。底面にはやや凹凸が見られる。遺物は

出上していない。

第 1表 土坑観察表 (推定)、 く残存〉

No

上  端 下 底面ピット
(長軸 ×短痢
×1黒 さ)(cm

重複など (旧→新 ) 備 考 時 期
平面形 絲露お。 平面形 規模 (長軸 X

短軸)(cm)

X(l151 23 (橋円形 ) (2)X65 SK2→ SKユ 西側調査区外。 電文 (大木8a b)

橋円形 (131)X90 70× 50× 9 SK2→SKl・ SDl FA白北東根Jで段を有する。属低差 1lcm。

5 格 円形

(緒円形 ) (糖円形 ) 北4Hl部分は調容反外
^

7 不 明

8 不整格 円罷 93X(71)22 不整楕円形 SK7→SK8→SK9
9 (円死 136X(123)99 170X163 SK8→SK9 フラスコ状土坑。 大木8a∫

(円売 180X(130)・ 23 (円形 ) 148× (1〕 41X37× 16 SK20→SK10→ SK■→_RKl上 南側は撹乱で削平されている。フラスコ状土坑の可能性あり。
(橋円形 ) (169)X(1%)27 (楕円形 ) 嵌劉→SIC10→ SK■→SKlと 大木8a∫

(橋円形 ) (18,X(163)34 (橋円形 ) Mll→Ⅸ12 東側は続乱で削平されている。 夫木8a∫

12X94・ 15 楕円形 93X79 SK%→SK13 北西側が撹乱で削半されている。 電文 大木8at
長楕円形 148X91 亀文 大木8a i

で削半されている。

17 (円形 が調春反外ハフラスコ

不啓円形 権

不整形 (340)X36664

158 X l以 〕X ll

128X l19× 2

53X45X39
45× 25× 襲

西側部分が調査区外。底面に凹凸あり 電文 (大木8a b)

不 明

不啓円形 略円形

(円形 ) 276× (197)必 (円形 ) 傷7X(167) SK21→ SK妨 上部に大型穣 5点出■。東4Hlが増乱のため肖J平されている。 吉 Ft以降

糖円形 159X139,72 円形 SK23→ S11 フラスコ状土琉奇底面直上に配石あり (20～ 30cmの 川1原石9個 量支 (大木8a b

楕 円形 11lX89 47 糖円形 116X83 フラスコ状土 : (大木8a b

(箱 円形 ) 168X(131).名 不整糖円】 151X125 東側の上端が撹舌[で肖J平 されている。フラスコ状土坑。 (大木8a b
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No 審録番号 潰穂名称 文様等 備  考 写真図版

1 Al SK l ミニチュア・脚部 脚端部内屈。 輪積反顕署。

2 A-2 SK l 深鉢・胴部 横位平行沈線、渦巻文、縄文 LR縦位施文。
3 A-3 SK 4 深鉢・胴部 隆線文 +沈線文、横位渦巻区画、縄文 RL縦位施文。
4 A-4 SK 4 3条 1組構位沈線文、縄文 LR維 位施文。
5 A-5 SK 5 深鉢 胴部上端 口唇部欠損、隆線文 +沈線文、横位文様区画、縄文RL斜位施文。
A-6 SK 9 橋位平行沈線文。

7 A-7 SK10 深鉢・胴部 縦位蛇行隆線文、縄文 LR縦位施文。

A-8 SKH 深鉢・胴部 縦位隆線文 +沈線文、縄文 LR縦位施文。 9と 同一個体。表裏面
剥落激 しい。

A-9 深鉢・胴部 縄文 LR維 位施文。 8と 同一個体。

A-10 2 深外・胴部 2条 1組隆線文 +沈線文、縦位文様区画。 磨滅激 しい。

A-11 3 深鉢・胴部 隆線文、横位渦巻文、縄文 RL縦位施文。
A-12 4 隆線支 +沈線支、横位渦巻文様区画、縄文 LR維 位施文。 8-12

A-13 SK15 深鉾・頸部～胴部
頸部 :2条 1組隆線文十沈線文。胴部 :2条 1組隆線文 +沈線文、Y字状縦
位文様区画、区画内渦巻文。縄文 RL縦位施文。

14と 同一個体。磨減
激しい。口縁の隆線
文剥落。

A 4 5 深鉢・胴部 隆線文十沈線文。縄文 LR縦位施文。 13と 同一個体。 8-14

A15 SK15 深鉢・胴部 2条 1組横位隆線文 +沈線文、横位渦巻区画、縄文 RL縦位施文。 16と 同一個体。磨滅
激 しい。

A 深鎌・胴部 隆線文 +沈線文、縄文 LR縦 位施文。 15と 同一個体。

17 A 7 5 深鉢・ AFFl部 隆線文 +沈線文、横位・縦位区画文、縄文 LR縦位施文。 磨滅激しい。 8-17

A-18 5 深鉢・胴部 2条 1組縦位隆線文 +沈線文、縦位区画文、渦巻文、縄文 RL縦位施文。
A-19 SK16 深鉢・胴部 3条 1組隆線文 ■沈線文、渦巻文、縄文 LR斜 位施文。
A-20 SK16 深鉾 口縁部 隆線文 +沈線文、渦巻文。 勤 甘 IH甘剥 離 ^

第 3図 土坑出土遺物 (1)
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文様等 備  考 写具図版

ユ A-21 SK16 深鉢・口縁部～胴部
波状口縁、日縁部文様幅狭い、波頂部に渦巻橋】大 (中空)把手、日唇部に沿
って沈線による渦巻文。

2と 同一個体。

2 A22 SK16 深鉢・口縁部～胴部 沈線文、縄文 RL縦位施文。 1と 同一個体。 8-22

3 A23 縣 17 深鉢・胴部 隆線文縦位文様区画、区画内 3条一組隆線文 +沈線文。 器面剥落激 しい。 8-23

4 A-24 SK18 隆線文 +沈線文、横位剣先状渦巻文様区画、縄文 LR斜位施文。 8-24

5 SK19 扁平で舌】夫。円孔 2穴、左右対称 に下方 より穿つ。 8-25

6 A-25 SK19 小型深鉢・口縁部
小波状口縁、隆線文、内面口縁渦巻文、外面横位刻み日、隆線文間に縦位縄
文 L R ttTAF■ 痕。

磨滅激しい。 8-26

7 A26 SK19 深鉢 '日縁部～胴部 獄猾請象1｀孝簗?矮沈験f甦娠隔療誡議隻作糧妻と慧己烹ISk争群ご誌篭F 器面剥落。 8-27

8 A-27 SK19 深鉢 。日縁部 日縁都外反、口辱都にペ ン午状の亥Jみ 日、縄支 LR原 体圧痕鋸歯状支。 磨減激 しい。 8-28

9 A-28 SK19 深鉢・口縁部～胴都 顧勒離勁約減節揺議攣文
十押駅状文。胴部:3条 1 8-29

A-29 SK19 深鉢 口縁部～胴部 口縁部
:日縁部幅狭い、折 り返 し口縁、口縁部に沿って押引状の刻み。胴都 :

3条 1組沈線による山形状鋸歯状文。
器面剥落。 8-30

A-30 SK19 陸繰支、橋位支様区画、渦巻文、縄文 LR縦 位施文。
2 A-31 SK19 深鉢 口縁部 隆線文、横位文様区画、渦巻文、縄文 LR縦位施文。

A-32 SK19 小型深鉢 口縁部 隆線文 +沈線文、横位文様区画、立体的な小突起状渦巻文、縄文 RL縦位施
文。

8-33

A-33 SK19 隆線支 +沈線文、横位区画文、不明 X・B文。 磨減激 しい。 8-34

5 A-34 SK19 小型深鉢  口縁部 隆線文 +沈線文、横位区画文、渦巻 剣先文、縄文 LR縦位施文。 FHk線支認介帥 十落。

第 9図 土坑出土遺物 (2)
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Na 登録番号 曽構名林 支様等 備  考 写真図版

1 A35 SK19 深鉢・口縁部～胴部下
半

日縁部 :隆線文十沈線文、横位違結渦巻文。頸部 :横位平行沈線文10条。胴
部 :縦位区画、展開渦巻沈線文、縄文 LR縦位施文。

2 A36 SK19 深鉢・口縁部～胴部Ⅲ
位

口縁部 :隆線文、横位楕円区画文十区画内に縦位の縄文 LR原体圧痕。頸部 :

横位平行沈線 6条。胴部 :沈線文連結直折渦巻文、縄文 LR縦位施文。

第 10図 土坑出土遺物 (3)
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No 群録番号 潰糠名蒜 支様等 備  考 写真図版

1 A-37 SK19 小型深鉢・口縁部～

胴部下半

口縁部 :小波状 (鶏冠状渦巻小突起)口縁、突起内面隆線文横位濁巻文、横
位隆線文上縦方向刻み、隆線文間に縦位の縄文 LR原体圧痕。頸部 :隆線文
間に横位波状沈線。胴部 :横位隆線文 +沈線文、渦巻文,縄文 LR縦位施文。

剥落激 しい。 8-36

A-38 縣 19 深鉢 日縁部～胴部
中位

口縁部 :口唇部に小突起、 3条 1組横位沈繰、区画内 3条 1組沈線による鋸
歯状文。頸部 :無文 胴部 :上部 4条 1組横位沈線、 2条 1組縦位沈線、縦
位文様区画、縄文 LR縦位施文。

磨滅激 しい。

3 A-39 SK19 小型深鉢、日縁部～

胴部下半
突起剥落。 9-4

4 A-40 SK19 小型深鉢・口縁部～

胴部上位
吊鍮守j彙今患縄犠隼舜詫嬢腔督蒼轟栓斐森滋薔仔護審踊写楽で惑売毅菱i
弧状文、縄文 LR縦位施文。

5 A-42 SK19 深鉢・口縁部
隆線文 +沈線文、横位 S字状渦巻区画文、隆線文部分的剥落、縄文 LR斜位
施文。

磨減激 しい。 9-6

A-43 SK19 深鉢・口縁部
波状口縁、小突起、隆線文十沈線文、横位渦巻文区画、地文縄文 LR縦位～
斜位施文。

橋状把手破損、隆線
文大部分剥落。

9-7

7 A-44 SK19 深許 日縁部 沈線、横位 区画支、縄文 LR横 位施文。
A-45 SK19 深鉢・胴部 隆線文 +沈線文、隆線文間交互刺突、波 (鋸歯)状文、縄文不鮮明。 磨減激 しい。

9 A-46 SK19 深鉢・口縁部 隆線文 +沈線文、渦巻文、横位区画文、縄文 RL斜位施文。 磨滅激 しい。

A47 SK19 ミユチュア浜鉢 口縁部 受け口状直日縁、日縁直下 2条 1組平行沈線、渦巻支。

第 11図 土坑出土遺物 (4)
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No 登録香号 遺禰名称 文様等 備  考 写真図跡

1 A-48 SK19 2条 1組沈繰、横位 S写状渦巻文丞調の文穣区国構成。縄文 LR縦 位施文。 暦滅激 しい。

A-49 SK19 深鉢  頸部～胴部 顕部 :3条 1組横位沈線文、沈線文間に交互刺突。胴部 :平行沈線によるク
ランク状渦巻文、縄文 LR縦位施文。

3 A-50 SK19 隆線文 十沈線文、渦巻文。 4～ 9と 同一個体。

4 A-51 SK19 深鉢～胴部 隆線文 +沈線文、剣先状渦巻文、縦位～斜位の文様区画、縄文 RL縦位施文。 3と 同一個体。上部欠損(

A-52 SK19 深鉢 男同部 隆線文 +沈線文、渦巻文、縦位～斜位文様区画、縄文 RL縦位施文。 3と 同一個体。隆線文
部分的に剥落。

A-53 SK19 隆線文 +沈線文、縦位文糠区画、 X・BttR L縦 位施文。 3と 同一個体。

7 A-54 SK19 深鉢・胴部 隆線文十沈線文、渦巻文、縦位文様区画、縄文 RL縦位施文。 3と 同一個体。

A-55 SK19 深鉢・胴部 隆線文 +沈線文、渦巻文。 3と 同一個体。

A-56 SK19 3と同一個体。上部久損̀

A-57 SK19

A-58 SK19 深鉢・胴部 横位平行集合沈線、縄文 LR縦位施文。
A-59 SK19 深鉢 胴部 日縁都 :横位隆線文。胴部 :2条 1組平行集合沈線、鋸歯状文、縄文L縦位施文。

SK19 構位降線支、沈線支、鋸訴状支、掠J突支。

第 12図 土坑出土遺物 (5)
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NQ 登録香号 遺穏名称 文様等 備  考 写真図版

ユ A-61 SK19 沈線支、渦巻支。縄支 LR斜 位流支。

2 A-62 SK19 深鉢・胴部
施釜∫
組沈線、渦巻文、沈線間交互刺突による鋸歯 (波)状文、縄文 LR斜位

3 A-63 SK19 深鉢・口縁部 警得斎二維経耗支笛
位文様区画、渦巻文、下端横位隆線文上刻み日、縄文 上部欠損。

4 A-64 SK19 深 at・ 口縁部下半 縄支 LR縦 ・構位施支。
5 A-65 SK19 隆線文十沈線文、縦位区画、縄文 RL縦位施文。

A66 SK19 浅鉢 。日縁都～胴部下半
見〒ぉ
小突起、日唇部波状隆線文、日縁部折 り返 し肥厚、日縁部直下補修

輪積痕顕著。 10-17

7 A67 SK19 浅鉢・胴部下半 横位～斜位の器面調整。

A68 SK19 深鉢・胴部下半～底部 縄支 LR維 位施支。
A69 SK19 深鉢・胴部下半～底部 縄文 LR斜 位施文 ? 磨滅激しψ

A70 SK19 底部網代痕。

第刊3図 土坑出土遺物 (6)



第 1節 縄 文 時 代

〃

――

‐Ｉ

Ｈ

Ｈ

‐―

阿

f蕉

ン

７

拌

雌
離
懇
輝
〕

絆
ダ平 ″
ρ

12      m
(S=1/3)

登録番号 澄種名称 器形・部位 文様等 橋  考 写真図版

l A-71 SK19 比較的大形、上端部内屈、横位～斜位調整痕顕者。

2 A-72 SK19 深鉢 `胴都下半～底報 結位～斜位器面調率、底部網代痕。縄文 LR維 位施文。
3 A-73 SK20 隆線文、渦巻文、横位文様区画 c 隆線文部分的に剥落。

4 A-74 SK20 2～ 3条 1組沈線、縦・横位区画、区画内渦巻文、縄文 LR縦位施文。

5 A-75 SK20 深鉢・胴部 2条 1組隆線文 +沈線文、横位・縦位 S字状渦巻文、縄文 LR縦位施文。 6と 同一個体。器面剥
落激 しい。

6 A-76 SK20 深鉢・胴部 隆線支 +沈線文、連結渦巻文。 5と 同一個体。

7 A-77 SK21 2 条 1組平行沈線文。 器厚極薄手。 10-18

8 SK23 深鉢・胴音Б 2条 組隆線文 +沈線文、縦位文様区画、縄文 RL縦位施文。

9 A-79 SK24 深鉢 顕部～胴部上半 頸部
:2条 1組横位隆線文 +沈線文、隆線文関波状隆線文。胴部 :沈線文、

横位綾杉状文。

A-80 SK24 小型深鉢・口縁部～月「
部上半

2条 1組隆線文 +沈線文、横 S字状文様区画、上部渦巻小突起状。顕部 :3
条 1組横位平行沈線。縄文 RL横位施文。

ll A81 SK25 小型深鉢・ 口縁部
日縁部 :隆線文 +沈線文、横 S字状文様区画、縄文 RL横位施文。顕部 :3
条 1組横位平行沈線。

1 RK19 十製円辮 胴部破片利用 (小型土器底部の可能性あ り) 重ド1999α

第 14図 土坑出土遺物 (7)
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NQ 登録春号 遺欄名称 種  類 石  賀 幅 (mm) 厚さ ( 董さ ( 備 考 写真図版

1 Kとを1 SK 4 石鏃 負 岩 (353) (182) 期9 左脚部欠損。

2 Kaa2 SK 5 石鏃 遊質頁岩 (262) 先端部欠損。

3 Kaa3 SK 5 石鏃 流紋岩 (22B) (166) 44 先端 左脚部欠損。
4 Ka‐ b‐1 SK19 石錐 珪質買岩 45B 12-7

5 Ka‐ b‐2 SK18 石錐 :岩 66

6 KttbB SK19 石錐 岩

7 K}b-4 M20 石錐 班質頁岩 12-10

8 K}ユ 1 SK20 石匙 買岩 535 473 94 20つ 縦型。 12-12

9 Kか e‐ 1 SK19 スクレイパー 流紋岩 (482) (189) 刃部一部欠損。 1213

Kae‐2 SKユ スクレイパー 珪質買岩 36う 222 一部欠損。 12-14

Kae3 SK19 スクレイパー 貢岩 482 270 lZユ 12-15

Kafl RK19 クサビ杉石器 メノウ 365 296 78

第 15図 土坑出土遺物 (8)
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▲
NQ 番俣番号 遺構名称 種  類 石   質 長さ (ml) ng (II ) 庫さ(mmⅢ 董さイ 備 著 写真同廟

1 Kaf2 SK19 クサビ形石器 鉄石英 84 2-18
2 Kaf3 X19 クサ ビ形石器 買岩 257 22お 59 2-19
3 【と卜1 SKll 二次加工のある剥片 流紋岩 (353) 192 (416) 上半部欠損。

4 Kとlx 2 SK19 二次力H工のある剥片 流紋岩 (19Ю ) 194 (■7) 下半欠 2-22

5 Ka‐h3 SK18 二久加工のある剥片 頁岩 369 76 2-23

6 Ka‐W SK19 二次加工のある剥片 買岩 470 148 305
7 KalI SK15 腹細剥離痕のある剥片 買岩 269 2-26

8 Ka12 SK 5 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 543 498 397
9 K7a13 懸 19 微細剥離痕のある剥片 メノウ 343 320 80 12-28

Kalユ SK16 剥片 瑳質頁岩 (195) 1&0 46 端部久損。

Ka12 SK19 剥片 メノウ 60

Ka13 SK19 剥片 頁岩 277 144 175

第 16図 土坑出土遺物 (9)
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血 号 穏宅 類 石 長さ(lm) 甲日 (D ll) 厚さ (lumi 備 考 写真図

l Ka14 SK19 J片 ぎ尭ξ 464 200

2 Ka15 SK19 J片 流紋岩 打面欠損。

3 Ka16 SK19 剥 片 買 岩 (277) 端部欠損。

4 【a17 SK19 剥 片 頁 岩 370 &4 64 18-10

5 Ka18 SK19 剥 片 安山岩 (454) 448 (195) 打面欠損。

6 K瀬 SK19 剥 片 安山岩 475 332 185

7 Ka110 SK20 剥片 頁 岩 275

8 Ka■ 11 SK19 剥片 瑳質頁岩 240 193 22 13-12

9 Kam l 縣 19 石 核 葬管百岩 542 294 267 4■6

第 17図 土坑出土遺物 (10)
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血 移録番号 置構宛林 種  類 狛   蜜 長さ(al) 鴨 (aldl) 厚さ (II m) 重さ ( 備 考 写真図版

1 Kcal SK 5 探ね器 花両岩 弘 5 445 2980 風琴1

2 K●}2 SK 9 礫石器 安山岩 (27110) 磨 1、 上下端欠損。

3 K∈ol SK 9 礫石器 頁岩 820 205 760 敲 2(上下 )。
4 Kc‐o2 SK 礫石器 安山岩 敲 1(下 ) 1318
5 Kc‐ e‐ 1 SK 礫石器 砂 岩 950 220 12011 暦4(上下 )、 敲6(上下横 )。 1319
6 Kc‐と1 SK 礫石器 安山岩 1053 626 37311 暦 1(横 )、 凹4■ 2。 13-20

Kcd2 SK 礫石器 安山岩 1140 8110 405 5730

第 18図 土坑出土遺物 (11)
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陥 笠録沓号 遺構名称 種  類 狛   質 長さ(mm, nR( 厚 さ(mm) 重さ
`

備 考 写真同浙

1 Kc Ⅲl SK25 礫石器 溶 岩 1075 985 510 660 凹1+2。 13-26

2 Kdal SK19 石 皿 安山岩 (2042) (858) (2,25001 磨 1、 部分破片。 14-10

Kda2 SK19 石 皿 ホルンフェルス (172Ю ) (870) (3“501 磨 1。 部分破片、裏面黒色変化有 り。

4 Kd a3 SK23 石 皿 安山岩 3320 2511Ю &9500 磨 1。

第20図 土坑出土遺物 (13)
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0                              1ocm

(S=1/3)

0            10cm

―

G=1/6)

陥 登録番号 1 遺構名称 種  類 石   質 長さ (mmⅢ 幅 (mm) 厚さイmmⅢ 重さ(II) 備     考 写真図肺

1 Kdね望 SK23 石 皿 安 山岩 (16a7) (2守 7) (746) (4,20001 14-11

2 Kd―c■ SK23 砥 石 安山岩 2820 1138 1544 7.3500 磨 1。
KよとI SK23 石樺 雄構岩 1053 (146701 胴上半欠損、風化・発泡 ?

第 21図 土坑出土遺物 (14)
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NQ 遺構名蒜 種  類 石   質 長さ (am) 岬属 (Ш■) 厚 さ(au) 重さ( 備    考 写真凶肪

1 Kal■ 2 ツト4 剥片 珪賀貝岩 179 一部欠損。

2 Kca 3 ット7 礫石器 安山岩 1160 894 490 6330 磨 1、 赤色変化有 り。 13-28

第 22図 ピット出土遺物
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2.ピ ット (第 3図、第2表 )

今回の調査では 9個のビットが検出された。分布状態は調査区中央のD-17・ 18に 5個、調査区北東部のB-15・

16に 4個である。これらのピットは規模、深さに類似性の見られるものもあるが、建物跡あるいは住居跡の柱穴等

として組み合うものは認められなかった。ビットからの出土遺物は第22図に図示した石器だけであった。

第 2表 ピット計波」表
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

規模 (cm) 36× 27 44X38 49X44 49X46 O× 42 26× 24 32X27 60× 48

深 さ(cm) 17 22

3.包含層出土遺物 (第23～ 28図 )

包含層からの遺物の出土は、前述のように調査区内の撹乱が著しいためにそれはど多いものではなかった。また、

分布状態としても極端な集中部も認められないものであった。以下に主な遺物を図示する。また、撹乱及び古代以

降の遺構から出土した縄文時代の遺物についてもここに掲載する。

簿
ｒ
薄
挿
ｒ
督

抑

即

Ｖ 0                         10cm

(S=1/3)

報
麟

NQ 号 1  接維鬼蒜 捕  考 写真図版

ユ 撹乱 濡巻隆練立、口綴都服厚、隆繰支間維位縄文 RL原 体圧痕、沈線文。 暦滅激 しい。 1

2 A-83 深鉢 口縁部 半月状小突起、隆線文、横位渦巻文様区画、波状文、縄文 LR縦位施文。 磨減激 しい。

3 A-84 撹 乱 深鉢・回縁部 緩やかな波状日縁、隆線文 +沈線文。
波頂部の立体的な渦
巻把手 (破損 )。

A-85 E20 21Gr 中窄稀潰 (十掌状 )把手 十沈線。縄文 LR原 体圧戻。 -4

5 A-86 小波状口縁、隆繰文、桁円更。

6 A-87 撹舌し 深鉢 。口縁部 隆線文 +沈線文、横位渦巻文区画。

7 撹乱 深鉢 。口縁部 横位渦巻文。

8 撹乱 隆線文 +沈線文、横位渦巻文区画、日唇部欠損、縄文 RL横位施文。 磨滅激 しい。

9 A-90 撹 乱 隆線文 +沈線文、渦巻文。

A-91 境乱 深鉢・口縁部 隆線文横位。

11 A-92 E21Gr 深31・ 胴部 隆線文、渦巻文、地文縄文 Rと縦位施文。 11

12 A-93 撹乱 2条 1組隆線文 +沈線文、縦位文様区画、区画内渦巻文、縄文 RL縦位施文 磨減激 しい。

13 A-94 糖 乱 深鉢・頸都～胴部 顕部 :下端 3条 1組横位平行沈線。胴部 :渦巻文。縄文 LR斜位施文。
14 A-95 E21G二 深鉢・顕部 降線支 +沈縦支、橋位渦巻文様区画、縄文 RL縦 4立施文。 L都災帽

^

第23図 包含層出上遺物 (1)
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06

(S・ 1/3)

No 登録番号 | 遺橋名称 文様等 備  考 写貫図版

】 A-96 E21Gh 波状口縁、隆線文 +沈rR文、唐革 (蕨手)様渦巻文、縄文 LR縦位施文。

2 A―銘 E21Cr 深鉢 ,日縁部～胴部
上半

晏鍮守燕髪籍声論珠響謹液隻写亮憲斐コ篭驀油暴諷馨斐干≧吾勇亀隻警荘監
縦位施文。

3 A-98 携乱 深鉢・Л同部 隆線文 +沈線支、渦巻文、縄文 RL縦 位施文。 磨滅激 しい。

4 P-3 SI)1 三角形土製品 三叉状隆線文、隆線文上・脇円形刺突文列。 上端欠損。

5 P-4 土製円盤 胴部破片利用、渦巻隆線文。 重さ32B5g

6 P-5 撹乱 十製 日離 胴銘積片利用小 磨滅顕著。重さ12お 6宮 。

第24図 包含層出土遺物 (2)
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Na 登録苦号 :名称 類 石 長さ (H al) 岬唇 (aE) 厚 さ (ata) 写宣同絆

1 Kaa4 A～D13～ 16 GI 石 鏃 メノウ (236) 45 右脚部欠損。

2 Kとa5 石 | 流縦岩 (194) (1■ 4) 先端・右脚部欠損。

3 Kとと6 石 ! 避質頁岩 (224) (α7) 有茎石鏃、茎部欠損。

K}b6 SD 石 錐 珪質頁岩 339 256 12-11

Kを e望 撹 乱 スクレイパー 瑳質頁岩 430 300 12-16

6 Kaf4 A～D13～ 16 Gr クサビ形石器 珪質頁岩 356 12-20

7 Kai4 SDl 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 (227) (351) (87) (51) 上半部欠損。 12-29

8 Kaキ5 E20・ 21G4 微細剥離痕のある剥片 メノウ 353 274 端部一部欠損。 12-25

9 Ka16 撹乱 微綱剥離痕のある剥片 珪質貢岩 (39■ ) 164 一部欠損。 12-30

Kaキ13 SD5 剥片 珪質頁岩 274 (324) (23) 端部一部久損。 12-31

Kah5 撹乱 二次加工のある剥片 珪質買岩 1040 687 ユ猛3 125Ю 1313
Ka114 SD5 剥片 珪質頁岩 (234) 下部欠損。 13-14

Ka115 撹乱 剥片 流紋岩 (422) (91) (99) 下部久損。

第 25図 包含層出土遺物 (3)
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I

(S=1/3)

血 薦名 種  類 石   質 nR`mmⅢ 庫さ(mmⅢ 董さ ( 考橋 写

1 Kca3 SDl 礫石器 澪 岩 956 795 牡 4 4160 磨ユ。 13-29

2 Kc a4 石 器 ホルンフェルス 960 902 531 6230 磨 1。 13-30

3 Kcaも 珂木 石 器 ホルンフェルス 793 759 487 39&0 磨ユ

4 Kca6 山岩 10猛5 7270 磨 1。 13-32

Kca7 SD5 ホルンフェルス 1100 837 577 6690 磨 1。 13-33

6 Kc乏お SDl 山岩 81190 磨 1。

7 K∈a9 琶果 山岩 1665 772 1,1030 磨2(横 1)。 1-36

第 26図 包含層出土遺物 (4)
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(S=1/3)

(残存 )

� 移録番弓 iH構名款 種  類 石   賀 長さ(mal, 叩局(mm) 厚さ(DI) 菫さ (寛 ) 捕 考 写真図輌

ユ Kcb 2 SDl 探石器 安山岩 10&8 893 563 6740 凹1+2。 13-35

2 Kcb 3 表採 礫石器 安山岩 655 6390 凹2、 加熱によるスス状付着物有 り。

KcЪ望 表採 礫石器 溶岩 4■6 4570 凹3+3、 上端欠損。

4 【cb‐5 表採 礫石器 ホルンフェルス 1252 572 3970 凹ユ

Kcb 6 SD6 礫石器 花筒岩 1062) 58θ (6740) 凹2+2、 上端久損。

Koと7 D16■ 7 Gr 礫石器 ホルンフェルス 765 48つ (6320) 磨ユ(構 )、 凹 1ぅ 下端都久椙
^ 14-4

第27図 包含層出土遺物 (5)
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遺構名林 種  類 石   貿 長 さ (Dld) 鴨 (m) 厚さ(al) 重さ(宜 ) 傭 考 与具凶倣

l Kod 8 表抹 礫石器 安山岩 887 374 磨 1、 凹3+2。

Kodつ 表採 礫石器 安山岩 757 507 5220 磨 2、 凹二十2。

K●d10 撹乱 礫石器 安山岩 581 7470 磨 1、 凹4+2。

4 K丼ユ 表採 礫石器 安山岩 577 346 3900 凹1+1、 敲 (下 )

Kda4 表採 石 皿 安山岩 (1628) (1942) (509) (■ 81211) 磨 1。 下半欠損。

Kda5 表採 石 皿 安山岩 (2812) 2501 870 (8 11Xlll) 磨 1。 下端部欠損。

第28図 包含層出土遺物 (6)
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第V章 検出遺構と出土遺物

第 2節 古 代 以 降

古代以降に属する遺構としては、竪穴住居跡 1軒、土坑 1基、溝跡が 6条検出された。これらの遺構も撹乱によ

って削平された部分が大きいものであった (第29図 )。

1.堅穴住居跡

S11堅穴住居跡 (第30図、写真図版 3)

〔位 置〕調査区中央やや北東寄りのB・ C-15・ 16グ リッドに検出された。

〔遺存状態〕北西側の一部と南側が削平されており、特に南側の撹乱は床面下にまで及がものであった。

〔形状・規模〕平面の形状は方形を基調とするものと考えられ、主軸方向は北東壁に位置するカマドからN-40°

一Eである。残存部の規模は主軸方向の西壁で2.15m、 北壁で2.92m、 壁高は北西側で25clll、 南西壁は14clllである。

壁は周溝から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分も見られる。

〔堆積土〕褐色の砂質シルトを主体として 4層に細分される。

〔木 面〕掘り方底面を直接床面としている。部分的に凹凸があり、西側へやや傾斜している。

〔床面施設〕床面には柱穴や貯蔵穴等の施設は認められないが、幅15～ 20clll、 深さ 5～ 10clllの周溝が巡る。周溝は

遺存部分ではカマドを除いて全周し、】ヒ西面には段が付く部分もある。

〔カマド〕北東壁の東寄りに付設され、両袖部と燃焼部、煙道部が検出された。規模は燃焼部から煙道の先端部ま

28蒟 当

協
堺
』
ｒ

D             2m

(伴 1/60) (S=1/30)

SI

還構 層位 土 色 土 性 備 考

竪穴

1 10YR5/4に おい黄栞 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

2 10YR4/2灰黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

3 10YR4/4褐 砂質ンル ト 黄色シル トプロック含む。

4 10YR4/6褐 砂質シル ト 焼土粒微量含む。

周灘 10YR44にぶヤ域黎 砂質シル ト 責色シル ト粒少量含む。

カマト

10Y融3にぶい責黎 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

名5YR4/6褐 砂質シル ト 黄色シル トプロック多量含む。

10YR3/2黒褐 砂質シル ト 焼土地少量含む。

遺構 層位 土 色 土 性 備 考

煙道

9 10YR4/2灰黄権 砂質シル ト 黄色シル トプロック少量含む。

10YR4/4褐 砂質シル ト 焼土荘多量含む。

10YR4Xlに ぶヤ域報 砂質シル ト 黄色シル トプロック少量含む。

10YR3/3暗褐 砂質シル ト 黄色ンル ト斑紋少量含む。
10YR3/2黒褐 砂質シル ト 責色シル トプロック少量含む。

支脚 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 責色シル ト粒少量含む。
カマ :

袖

10YR4お にぶV墳留 砂質シル ト 責色シル トプロック多量含む。

ЮⅥ鮨おにぶい黄福 砂質シル ト 黄色シル トプロック主体。

1竪穴住居跡第 30図
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華

0               10cm

(S=1/3)

NQ 登録沓号 器  種 口径 ×器高 ×底径 (cll) 外  血 内  向 底  部 備  考 写真図版

1 C-1 土日

“

器  盗 本葉摂

2 C-2 土師器 墾 ナ デ 指ナデ・ヘ ラナデ 木葉痕

3 C-3 土師器  甑 17× 205× 615 ヨヨナデ・ヘラナデ ヨヨナデ・ヘラナデ 子L部の縁はヨコヘラケズリ 5-3

4 C-4 土師器 甕 145× 148× 775 ヨコナデ 'ナデ ヨヨナデ・ヘラナデ 木葉痕 カマ ドの支脚 に転用。

5 C-5 十師器  鉄 ヨヨナデ・ヘラナデ ヘラケズリ

第31図  S11竪 穴住居跡出土遺物



第V章 検出遺構と出土遺物

で160clll、 両袖部最大幅は78clll、 燃焼部幅は28clll、 燃焼部奥行は26clllである。両袖部は黄色シルトプロックを主体

とする用材で積まれている。燃焼部は浅い窪みになっており、中央には土師器の甕が支脚に転用されて逆位で設置

されている。煙道部は幅35clll、 長さHlclll、 深さ20clll前後であり、先端部付近でやや急角度に立ち上がる。

〔出土遺物〕遺物はカマド付近と床面中央部付近から出上しており、上述のように支脚に転用された土師器もあ

る。このうちの土師器甕 3点、甑 1点、鉢 1点を図示した。

2.土 坑

S K22土坑 (第32図、写真図版6-4)

調査区北東のA-15グ リッドに検出され、今回の調査で最も北側に検出された遺構である。遺構の東側の一部を

S K22    Ⅵ'

29 in名

＋

‐９８５
お

Ｘ一
ト

0                         10cul

(S=1/3)

第32図  S K22二 L坑

0             2m

(舒 1/60)

遺橋 層 位 土  色 土 考

SK22

1 10YR4/2灰貢褐 1 シルト ンル ト粒・災化粒少量含む。

2 10YR3/3階孝 シルト 責色ンル ト柾少量含む。

3 5YR4/8示褐 シルト 焼土斑紋主体、プロックゅlcm少量含悦

4 ЮⅥも4にパい責掲 砂 ンルト 苦色 シル トプロック寡畳含むぅ

NQ 器 種 底  部 備  考 写真図版

1 土師器 甑 ―×4X20お ロクロナデ
2 十節器  沫 ロクロナデ ミガキ 回転糸切 り 内面黒色処理。 15-6

第33図  S K22土 坑出土遺物



第2節 古代以降

撹乱により削平されている。残存部の規模は2.76× 1.97mで、平面形は円形を基調 とするものと考えられる。断面

の形状は皿状を呈する。堆積土は黄褐色の砂質シル トを主体として 4層に分けられ、部分的に焼土と炭化物を混入

する。また、堆積上の上部には大形礫 4点 と砥石 1点が検出された。壁高は29cIIlで、壁は底面から緩やかに立ち上

がる。底面は平坦であるが南側に緩やかに傾斜している。遺物は土師器 と石器・礫が出土し、土師器甑 1点 と土師

器ネ 1点、砥石 1点を図示した。

3.溝 跡

SDl溝跡 (第34図、写真図版7-1)

E-21～D-20グ リッドにかけて検出され、北側と南側はいずれも調査区外に更に延び、南側は第 6次調査の S

D10溝跡へと連続する。遺構の中央部及び北側の上部が撹乱により削平されている。方向はN-43° 一Eであり、

確認部分の規模は長さ8.3m、 幅80～ 1 10clll、 深さ30～ 40clllである。堆積土は暗褐色の砂質シルトを主体とした 4層

に分けられる。壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は北東側に向かって緩やかに傾斜している。遺物は縄文土

器と土師器及び石器が少量出土し、土製品 1点 と石器 5点を図示した。

SD2溝跡 (第34図、写真図版7-2)

E-20グ リッドに検出され、調査区内で屈曲して両端は調査区南側へ延びる。方向は西側が北東方向へN-37°

一Eで調査区内に入り、約 lmで東南東方向N一 H8° 一Eへ曲がって約 3mで再び調査区外へ延びる。溝跡の東端

でSD3溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。検出部分の規模は長さ1,1+2.9m、 幅45～ 85ctll、 深さ約10clll

である。堆積土は褐色の砂質シルトを主体とした 2層に分けられる。断面形は皿状で、壁は底面から緩やかに立ち

上がる。底面は細かな凹凸が見られるが、検出範囲では傾斜は認められない。遺物は縄文土器と土師器が少量出土

した。

SD3溝跡 (第34図、写真図版7-2)

E-19・ 20グ リッドに検出され、南側は調査区外に延び、北側は撹乱により削平されている。方向はN-44° 一

Eであり、SDl濤跡とほぼ並行する。溝跡の南西端でSD2溝跡と重複するが新旧関係は不明であり、同一の溝

である可能性も考えられる。検出部分の規模は長さ2,7m、 幅35～ 70clll、 深さ約10clllである。堆積土は褐色の砂質

シルトを主体とした 3層に分けられる。断面形は皿状で、壁は底面から緩やかに立ち上がり、段が付く部分もある。

底面は細かな凹凸が見られるが、北東側に向かって緩やかに傾斜している。遺物は縄文土器と土師器が少量出土し

た。

SD4溝跡 (第34図、写真図版7-3)

B-15。 16グ リッドに検出され、西側はSD5溝跡、東側は撹乱により削平されている。方向はN-43° 一Wで

ある。溝跡の北西端でSD5溝跡と重複するが、堆積土による新旧関係は認められなかった。検出部分の規槙は長

さ3.8m、 幅53～ 64ctll、 深さ約30clllである。堆積土は灰責褐色の砂質シルトを主体とした 2層に分けられる。断面

形はV字状で、壁は底面から急角度で立ち上がる。底面は南東側に向かって緩やかに傾斜している。遺物は縄文土

器と土師器が少量出上し、土師器甕を 1点図示した。

SD5溝跡 (第34図、写真図版7-4)

B-16～A-15グ リッドに検出され、北側は調査区外に延び、南側は撹乱により途切れている。方向はN-27°

一Eであり、遺構のほぼ中央でSD4溝跡と重複するが新旧関係は不明であり、同一の溝である可能性も考えられ

る。検出部分の規模は長さ6.lm、 幅70～ 90clll、 深さ約20clllである。堆積土は褐色の砂質シル トを主体とした 3層

に分けられる。断面形は皿状で、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は南側に向かって緩やかに傾斜している。

遺物は縄文土器と石器が出土し、石器 3点を図示した。
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迪構 層位 土  色 土 佐 偏  考

SDl

I 10YR3/3暗褐 砂質シル ト 責色シル ト粒少量含む。
2 10YR3/4暗褐 砂質シル ト 1層類似。 1層より色調暗化。
3 10YR4/3に ぶヤ墳褐 砂質シル ト 責色シル トプロック多量含む。

4 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

SD2
1 10YR3/2黒褐 砂質シル ト 黄色ンル トプロック少量含む。
2 10Ⅵ語/2灰黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

SD3 1 10YR3/4暗褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒少量含む。

逮稿 層位 主  色 上 佐 傭  考

SD3
2 10YR472にぶい黄権 砂質シル ト 黄色シル ト粒多量含む。

10YR5/6黄褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒主体含む。

SD4
1 10YR4/2灰 黄褐 砂質シル ト 責色 ルト粒少量含む

10YR4/2灰黄褐 砂質シル ト 黄色シル トプロック主体。

SD5

ユ 10YR3/3暗褐 砂質シル ト 黄色 ルト粒微量含む。
10YR2/3黒褐 砂質シル ト 黄色シル ト粒微量含む。

3 10YR35/3にぶt項確 砂質シル ト 黄色シル トプロック少量含む。

第34図  SDl^レ SD5'青跡
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第 35図 SD6清 跡

0                           10cm

(S=1/3)

SD6溝跡 (第35図、写真図版4-6)

D-18～ E-17グ リッドに検出され、中央部を大きく撹乱により削平されている。南北の両端とも調査区外に更

に延び、南側は第 6次調査のSD6溝跡に連続する。方向はN-45° 一Wであり、残存部の規模は長さ7.3m、 幅48

～75clll、 深さ約30clllである。堆積土は暗褐色の砂質シルトを主体とした 2層に分けられる。断面形はU字状で、壁

は底面から緩やかに立ち上がる。底面は南東側に向かって緩やかに傾斜している。遺物は縄文土器と土師器及び石

器が出上し、礫石器 1点を図示した。

層位 土  色 土  性 備  考

SD6 1 1 10YR3/3暗褐 砂暫 シル ト 費色 シル ト粒少量含 む。
層位 土 色 土 性 備

SD6 1 2 10YR3/4暗 4 砂質シル ト 責色 シル ト粒少量含む。

第 36図 SD4溝 跡出土遺物



第Ⅵ章 ま と め

第Ⅵ章 ま と め

今回の調査は、平成17年 と18年度にかけて行われた都市計画道路富沢山田線建設工事に伴う上野遺跡第 6次・ 7

次調査の結果を受け、この道路につながる取り付け道路の建設工事に伴う事前調査として行われたものである。第

6次・7次調査の内容については現在整理作業中であるが、この調査によって上野遺跡の縄文時代における集落の

形態が明らかになりつつあり、住居跡が検出される居住エリアとフラスコ状土坑を含む土坑群が広がる居住以外の

エリアとに遺構の分布状態が分けられるという傾向が認められてきている。

今回行われた発掘調査では、上述の縄文時代中期を中心とする遺構とともに古代以降の各時期の遺構が確認され

た。調査地区が第 6次調査の】ヒ狽1隣接地にあたることもあって遺跡の内容に大きな差は認められないものの、本遺

跡における遺構の存在する範囲がさらに北側へ広がることが確認されたものと言えよう。

縄文時代の内容としては、大木 8a・ b式期の遺構として貯蔵目的と考えられる11基のフラスコ状土坑と性格不明

な浅い土坑が確認され、住居跡の検出が認められなかったことからは上述のように第 6次調査で確認された居住以

外のエリアに連続する部分であったことが追認されたものと言える。特に調査区の西端で検出された S K19土坑は

竪穴状の長径 3m以上を測る不整形な土坑であり、他の上坑とは規模や形状が大きく異なる状況が認められた遺構

である。位置的にも第 6次調査で確認された溝状の不明遺構であるS X25・ 26の北側に検出され、堆積土の状態は

ラミナ状であることや大木 8a・ b式期の土器が比較的まとまって出上したことも含めて注意しなければならない遺

構と言える。また、性格不明の浅い掘り込みの上坑は、フラスコ状土坑と重複して検出されたことやこのような形

状の土坑に比較的遺物が多く検出されたことも含めて、その性格の解明も今後の課題としてあげられよう。

古代以降の調査成果としては、竪穴住居跡 1軒、土坑 1基、溝跡 6条が確認された。竪穴住居跡は調査区の北側

に発見され、出土遺物から奈良時代に属すると考えられる。遺構の南側を撹乱により大きく欠損するが、北東側に

カマドを持ち、カマド周辺から土師器甕・甑・鉢が検出され、本住居跡の検出によりこの段階の集落跡の範囲も北

側へ広がっていることが確認された。 1基検出された土坑はフラスコ状土坑 S K21を切って構築され、堆積土上層

から大形礫が出土するという特徴が認められた。また、 6条検出された溝跡は、SDl・ 3・ 5溝跡が北東方向に

延び、SD2・ 4・ 6溝跡はこれに直交する北西に方向を持つものであった。このうちのSDl溝跡とSD6溝跡

は第 6次調査で確認された溝の延長部分であり、第 6次調査の成果と併せて区画溝等として捉えることが可能にな

ってきた点が大きな成果と言えよう。
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3.S11造 物出土状態 (南十1Lか ら)

4.S11カ マ ド (南西から) 5 SI]カ マ ド上層断面 (西から)
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1.SKl・ 2(南西から) 2.SK3(北 西から)

SK4土 層断面 (北から) (封ヒから)

5, SK5土層断面 (南から) SD6(南 から)

SK9土 層断面 (東から) 8.SK9(東 から)
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2.S K 20遺 物出土状態 (南から)

韓 で
4.S K 15土 層断面及び遺物出土状態 (北東から)

6.S K16(南東から)

■ ,  ■■ i二 il‐

S K 13・ 26(南束から)

予浮

8. S K 18(商 から)SK]7(北西から)
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1.S K 19(北西から) 2.S K19遺物出土状態 (東から)

3.S K19土偶頭部出土状態 (南東から) 4.S K21・ 22(南西から)

S K 23土 層断面及び遺物出土状態 (東から) 6.S K 23(北西から)

8,S K 25(南西から)
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4 SD5(南 西から、右が SD4)(南束か ら)3 SD4

写真図版 7



麓に 解

梓
麟鯵 鵜郷

錢



彗llllit感
尊犠♭8

写真図版 9 土坑出土土器 (2)



写真図版 10 上坑出土土器 (3)
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写真図版 11 包含層出土土器
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写真図版 12 出土石器 (1)
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写真図版 13 出土石器 (2)



写真図版 14 出土石器 (3)



S11竪穴住居跡

写真図版 15 竪穴住居跡・土坑・溝跡出土土器
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